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大谷さやまこども園　竹中工務店

つながりを育むこども園
　園の教育理念である「命あることへの感謝」が体験的に養われ
るこども園として、他者や自然、社会とのつながりを育むことができる
場の創出を目指した。
　4棟から構成される建物群は、既存樹木を避けるように雁行し、
敷地高低差に合わせて配置された。立体的な回遊性のあるデッキ
とブリッジで建物間をつなぐことで中庭が形成され、豊かな自然をよ
り身近に感じられる構成となっている。全体は分節された切妻屋根
で覆われ、つながりと一体感を表現するとともに、跳ね出した庇が重
なり合い、内部と外部をゆるやかにつなぐ縁側のような中間領域を
形成している。保育室は切妻天井で両端をサッシとして採光と通風
に配慮し、園の活動を穏やかに表出させることで地域とつながる風
景の創出を試みた。スケールや開放感、材料の異なる多様な居場
所を提供することで、こども・家庭・地域・世代の交流が促進される
場の形成を図っている。外構には、この地域の潜在自然植生を主
体とし、季節をとおして匂いや味覚・触覚などの五感に訴えかける植
物を植え、子どもたちの興味や学びを誘発することを意図している。
この建築がつくり出す環境が、こどもたちの成長の一助となり、原風
景として記憶に残ることを願っている。

撮影：古川泰造、國本暁彦　第12回建築人賞佳作受賞作品

■プロフィール
森山　悟（もりやま・さとる）
1988年 竹中工務店入社
現　 在 竹中工務店九州支店設計部設計部長
國本暁彦（くにもと・あきひこ）
1999年 竹中工務店入社
2006～7年 槇総合計画事務所
現　 在 竹中工務店大阪本店設計部第５設 
 計部門グループリーダー副部長
ランドスケープ：荻野寿也景観設計

■建物データ
建 築 主：学校法人大谷学園
設　　計：株式会社竹中工務店
施　　工：株式会社竹中工務店
所 在 地：大阪狭山市今熊1丁目50
用　　途：幼保連携型認定こども園
竣　　工：2019年3月
構造規模：Ｓ造　２階
敷地面積：4,111.99㎡
建築面積：1,348.28㎡
延床面積：1,981.22㎡
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人
口
八
二
万
を
抱
え
る
堺
市
に
は
世
界
に
誇
れ

る
巨
大
古
墳
群
が
あ
る
。
特
に
北
部
に
位
置
す
る

百
舌
鳥
古
墳
群
は
日
本
を
代
表
す
る
古
墳
群
で
、

現
在
も
四
四
基
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
日

本
最
大
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
仁
徳
天
皇
陵
古
墳

の
人
気
は
凄
い
。
二
〇
一
九
年
に
は
、
ユ
ネ
ス
コ

世
界
遺
産
委
員
会
で
大
阪
初
と
な
る
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
。
そ
の
仁
徳
天
皇
陵
古
墳
の
東
側
広

が
る
住
宅
街
に
建
つ
洋
館
﹁
旧
是
枝
近
有
邸
﹂
を

紹
介
し
た
い
。

　

元
々
こ
の
地
に
は
数
多
く
の
た
め
池
が
あ
り
、

医
師
の
是
枝
近
有
氏
が
、
相
賀
池
と
い
う
た
め
池

に
突
き
出
た
半
島
状
の
場
所
に
自
宅
兼
診
療
所
を

計
画
し
た
。
是
枝
氏
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
い
た

ド
イ
ツ
の
絵
は
が
き
を
モ
チ
ー
フ
に
自
ら
が
設
計

し
、
施
工
は
患
者
で
あ
っ
た
宮
大
工
の
村
田
元
蔵

が
請
負
っ
た
。
規
模
は
四
階
建
て
で
、
木
造
に
よ

り
、
昭
和
六
年
︵
一
九
三
一
年
︶
に
建
て
ら
れ
た
。

　

四
方
対
称
形
の
フ
ァ
ザ
ー
ド
で
構
成
さ
れ
、
中

央
部
に
は
展
望
台
が
設
け
ら
れ
た
。
角
を
丸
め
ら

れ
た
外
壁
は
、
人
造
石
を
洗
出
し
た
左
官
仕
上
げ

と
さ
れ
、
特
色
あ
る
突
き
出
し
た
ベ
ラ
ン
ダ
を
支

え
る
二
層
の
コ
リ
ン
ト
式
の
柱
を
含
め
、
洋
館
と

し
て
一
際
目
立
つ
意
匠
と
さ
れ
た
。

　

残
念
な
が
ら
昭
和
四
二
年︵
一
九
六
七
年
︶
に
は
、

た
め
池
が
埋
立
て
ら
れ
、
周
囲
の
宅
地
開
発
に
よ
り

一
般
的
な
住
宅
街
と
な
っ
た
風
景
に
少
し
寂
し
い

感
じ
が
し
な
い
で
も
な
い
。
し
か
し
こ
の
洋
館
の
存

在
感
は
今
で
も
別
格
で
、
平
成
一
四
年
︵
二
〇
〇
二

年
︶
に
は
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

古
墳
群
と
洋
館
の
組
み
合
わ
せ
を
愉
し
め
る
器

の
大
き
さ
が
、
こ
の
ま
ち
の
魅
力
で
も
あ
る
。
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事
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築
相
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ひ
と
の
お
も
い
が
あ
つ
ま
る

副
会
長　

濵
田

徹

　

本
号
が
皆
様
の
お
目
に
か
か
る
頃
に
は
十
月
十

七
日
開
催
の
﹁
お
お
さ
か
建
築
祭
２
０
２
０
﹂
の

成
功
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
は
感
染
防
止
の
た
め
、
建
築
士
会
主
催
の

﹁
人
が
集
ま
る
催
し
﹂
は
こ
れ
ま
で
ほ
ぼ
全
滅
状

態
で
し
た
。
近
畿
二
府
四
県
の
建
築
士
が
一
堂
に

集
ま
る
﹁
近
畿
建
築
祭
﹂
の
担
当
士
会
と
し
て
、

中
止
も
含
め
ど
う
す
べ
き
か
と
い
う
議
論
が
幾
度

も
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
少
人
数
リ
ア
ル
と
リ
モ
ー
ト
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
の
方
針
が
決
ま
り
、
士
会
一
丸

と
な
っ
て
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
力
を
尽
く
し
ま

し
た
。
例
年
な
ら
不
可
能
だ
っ
た
近
畿
遠
隔
地
は

も
と
よ
り
、
全
国
の
建
築
士
会
会
員
の
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
参
加
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
何
よ
り
心
強
く
喜
ば
し
く
感
じ
た
の
が
、

コ
ロ
ナ
禍
に
も
拘
ら
ず
、
数
多
く
の
建
築
関
連
企

業
の
皆
様
か
ら
快
く
協
賛
頂
い
た
こ
と
で
す
。
そ

こ
に
は
こ
の
危
機
的
状
況
下
、
建
築
に
関
わ
る
同

じ
仲
間
と
し
て
、
と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
建
築
界

を
盛
り
上
げ
て
行
こ
う
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　

物
理
的
に
人
が
集
ま
ら
な
く
て
も
、
人
の
強
い

思
い
の
結
集
で
、
新
し
い
形
の
試
み
が
、
し
か
も

こ
れ
ま
で
に
無
い
付
加
価
値
を
持
っ
た
イ
ベ
ン
ト

が
実
現
で
き
る
の
で
す
。
こ
の
実
績
と
経
験
は
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
は
デ
ジ
タ
ル
力
も
含
め
、
大
阪

府
建
築
士
会
の
更
な
る
大
き
な
パ
ワ
ー
と
し
て
、

必
ず
や
生
き
て
く
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
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INFORMATION

令和2年度地域文化財総合活用推進事業
「はじめよう、文化財の活用」全５回
11/28、12/12、1/23、1/30

毎回異なる国登録有形文化財を会場に、「建
物の見学」や「ワークショップ」といった体験型
の講座です。
11/28（土）　兒山家住宅（堺市）：

「瓦の拓本を通して歴史を感じる」
12/12（土）　岩根家住宅（富田林市）：

酒蔵で楽しむ「弁士付無声映
画ー浮草物語」

1/23（土）　 藤井家住宅（東大阪市）：
「江戸の古民家で大阪欄間に
ふれる」

1/30（土）　 源ヶ橋温泉（大阪市）：
　　　　　　「『能面』から見る能の魅力」
　※時間　各13：30〜16：30
募集　各24名
　　　（事前申込制 先着順、単発受講可）
対象　中学生以上
参加費　各1,500円
申込方法

必要事項①〜④を記入の上各回ごとに専
用メールかFAXで申込ください。

　1週間前に参加証を発送予定です。
　申込専用mail heritage@aba-osakafu.or.jp
　Fax.06-6943-7103
　①お名前　②ご住所　③メールアドレス
　④携帯番号

ビュースポットおおさか発掘・発信プロジェクト 
第2回ビュースポット募集

世界に誇れる大阪の魅力ある景観、きらりと光
る個性豊かで多彩な大阪の景観を美しく眺める
ことのできる場所（ビュースポット）を、一般からの
募集により発掘し、「ビュースポットおおさか」とし
て選定したものを発信していくことで、府民・事業
者・来訪者の方々に大阪の景観に興味をお持
ちいただき、府域全体の良好な景観形成を推進
していこうとする取り組みです。
募集期間　9月14日（月）〜12月18日（金）
募集するビュースポット、応募方法等詳細は、以
下のHPをご覧ください。
HP　ビュースポットおおさか　検索

問合　大阪府住宅まちづくり部建築指導室
　　　建築企画課調整グループ
　　　Tel.06-6210-9718

ヒートアイランド対策技術公開セミ
ナー
11/11

大阪府では、都市部の暑さ対策の最新動向や
暑さから身を守るポイントについて府民の皆様
に知っていただくため、ヒートアイランド対策技
術公開セミナーを開催します。
主催　大阪ヒートアイランド対策技術コン
　　　ソーシアム
共催　大阪府、日本ヒートアイランド学会
　　　（協力：大阪市）
日時　11月11日（水）13：30〜15：00　
場所　ウェブによるオンライン開催
　　　（閲覧はZoomウェビナーを利用）
費用　無料
講演1
　◦暑熱環境に適応したまちづくりについて
　　三坂 育正 （日本工業大学教授）
講演2
　◦作業現場における暑さ対策の実践事例
　　について
　　赤川 宏幸 （㈱大林組技術研究所主席技師）
申込締切　11月4日（水）
※詳細は大阪ヒートアイランド対策技術コ
　ンソーシアムのHPをご覧ください。
問合　大阪ヒートアイランド対策技術コン
　　　ソーシアム事務局
　　　Tel.072-979-7062

2020大阪府デザイン・オープン・カレッジフォーラム
経営者なら知っておきたいデザイ
ナーの使い方
11/25

クリエイティブユニットTENTを迎え、時代の転
換点に模索してきたことや、デザイナーの探し
方、見分け方、頼み方、続け方や別れ方などに
ついて、在阪企業のヒット商品開発事例を紐解
きながらお話しします。　
主催　大阪府産業デザインセンター、
　　　（公財）大阪産業局（大阪産業創造館）
日時　11月25日（水）　14：00〜16：00　
会場　大阪産業創造館4階イベントホール
　　　大阪市中央区本町1-4-5
講師　株式会社テント（治田将之、青木亮作）
定員　70名
受講料　3,000円　　　　　
申込方法　ウエブサイトから（サンソウカンの

ホームページでイベントNo31175
で検索）

問合　大阪産業創造館イベントセミナー事務局
　　　Tel.06-6264-9911　

大阪府福祉のまちづくり条例が改
正されました。

ホテル等のバリアフリー化に関する規定について、
①一般客室におけるバリアフリー化の促進、
②車椅子使用者用客室の更なるバリアフリー化、
③バリアフリー情報の公表

の内容をYouTube府公式アカウントを活用し、
動画の配信を行います。
YouTube府公式アカウントのチャンネル内で

「大阪府福祉のまちづくり条例の改正」を検索
の上、ご覧ください。若しくは大阪府HPで「おお
さかのあたりまえ」を検索、そのページ内のTop
ics「大阪府福祉のまちづくり条例の改正を動
画配信しました!」をご覧ください。
問合　大阪府住宅まちづくり部建築指導室
　　　建築企画課　
　　　福祉のまちづくり推進グループ　
　　　Tel.06-6941-0351  内4331・4332

知らない間に消防法違反に!?
〜大阪市消防局からのお知らせ〜

新たにテナントが入居したり、テナントが入れ替
わったり、あるいは建物自体を増改築した際に、
所有者の方が知らない間に消防法違反となっ
てしまっていることがあります。新しくテナントを
入居させたり、建物の増改築を行ったりする場
合は、事前に消防署にご相談いただき、防火対
象物使用開始（変更）届出書等の必要な届出
を行ってください。
問合　大阪市消防局予防部予防課査察担当
　　　（第1査察）
　　　Tel.06-4393-6354

池田市準防火地域の指定区域の
拡大について

池田市では都市の不燃化を促進し災害に強い
市街地の形成を図るため、準防火地域の指定
区域の拡大を計画しています。同地域の変更
案について、パブリックコメント手続と住民説明
会を実施します。
パブリックコメント：
　11月9日（月）から30日（月）（必着）まで
住民説明会：11月15日（日）10：30から、
　　　　　 11月18日（水）19:00から
　　　　　 池田市役所7階大会議室
問合　池田市まちづくり推進部都市政策課  
　　　Tel.072-754-6262
　　　E-mail t-seisaku@city.ikeda.osaka.jp

堺歴史文化景観まち歩き
3/28　CPD3単位

世界文化遺産百舌鳥古墳群を専門家と一緒
に古地図と比較、歴史文化を学び、景観写真
を撮影し、「堺」のまちを体感します。

主催　堺ユネスコ協会（大阪地域貢献活動助
　　　成事業）
協力　建築士の会「堺・高石」
後援　堺市
日程・コース
　3月28（日）　世界文化遺産百舌鳥古墳群
　　　　　　　コース
申込　2021年1月4日〜3月12日
時間　13：00〜16：00
説明　元堺市博物館学芸員　井渓　明
定員　30名（定員に達し次第締切）
参加費　500円（青少年は無料、15名まで）
問合　NPO法人すまいるセンター（堺ユネスコ
　　　協会事務局）
　　　Tel.072-299-2323

懐かしい学校建築の幻燈上映会
11/21

それぞれの時代の学校建築を幻燈で見ながら
建築の面白さを考えてみたいと思います。
日時　11月21日（土）　11：00〜
会場　堺市立東図書館（北野田駅前）
申込　不要（参加自由）
講師　明治建築研究会　代表　柴田正己
問合　明治建築研究会
　　　Tel.090-4289-1492

建築レクチュアシリーズ217
12/18

大阪を拠点に活動を行う2人の建築家、芦澤
竜一氏と平沼孝啓氏が1組のゲスト建築家を
お呼びして、年に7回開催する建築レクチュア
シリーズ。建築家としての作家的な思想をお聞
きしながら、作品づくりの手法や建築へのアプ
ローチなどを探ります。今回のゲストスピーカー
は安藤忠雄氏です。
日時　12月18日（金）　19：00〜20：30
　　　（開場18：00）
ゲストスピーカー　安藤忠雄
会場　グランフロント大阪北館
　　　4階ナレッジシアター
　　　大阪市北区大深町3-1
入場料　1,000円
定員　381名
申込　ウエブサイトより要申込
　　　https://217.aaf.ac
問合　（NPO 法人）アートアンドアーキテクト
　　　フェスタ
　　　E-mail info@aaf.ac

Others
その他のお知らせ

Administration
行政からのお知らせ
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INFORMATIONの詳細は本会ホームページに掲載しています。 本会の事業はホームページから申込できます。 http://www.aba-osakafu.or.jp/
【大阪府建築士会】 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5階  メール info@aba-osakafu.or.jp TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

建築基準法同大阪府条例 質疑応
答集 解説講習会
11/18　CPD3単位

「建築基準法及び同大阪府条例質疑応答集」
が9年ぶりに改訂することになりました。建築基
準法は平成30年の改訂を含めた度重なる改
訂、さらなる性能規定の導入により、複雑なもの
となっております。
本講習会では大阪府内建築行政連絡協議会
より説明者を招いて、改訂事項を中心に説明を
していただきます。
日時　11月18日（水）　13：25〜16：30
会場　 ドーンセンター（大阪府立男女共同参

画・青少年センター）
定員　250名（定員に達し次第締切）
受講料　主催団体会員8,000円
　　　　後援団体会員9,000円
　　　　一般10,000円
※受講料は書籍代金を含みます。

建築士の会いずみ野
テーマ別ワンコインセミナー

「防水改修」
11/25　CPD2単位（予定）

官民とも既存ストックの利用推進が提唱される
中、近年は台風や地震等の自然災害が相次い
でいます。雨水を屋内に漏らさないという、建築
物として重要かつ基本的な性能「防水」につい
て、講師を田島ルーフィング株式会社様にお願
いし、特に改修工事にスポットを当ててセミナー
を開催したいと思います。
日時　11月25日（水）
　　　18：50　集合
　　　19：00〜20：30　セミナー
会場　岸和田市立浪切ホール　研修室1
定員　25名（定員に達し次第締切）
参加費　会員・会員外とも500円
　　　　学生無料（※学生証提示にて）

建築士の会「堺・高石」カフェ
（a round table talk）

11/27　CPD2単位

地域の建築士をはじめ様々な方が集まり、様々
なテーマで情報交換を行うセミナーです。ぜひ
ご参加ください。
テーマ　持続可能な開発目標（SDGs）の内容

と取組〜SDGsというレンズからなに
をする〜

日時　11月27日（金）　18：15〜19：45
会場　堺市役所本庁本館　地下大会議室
定員　15名（定員に達し次第締切）
参加費　会員300円　会員外500円
　　　　学生5名まで無料
申込締切　11月13日（金）

大阪府知事指定講習
2020年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《限界耐力計算法》
2/3　CPD6単位

既存木造建築物の限界耐力計算法による耐
震診断は、一般診断法が建物の強度を評価す
るのに対して、建物の強度だけでなく、減衰性
能も評価することができる診断法です。この機
会に限界耐力計算法の技術を修得され、今後
の業務に活用されますようご案内いたします。
日程　2021年2月3日（水）
時間　9：30〜16：00
会場　大阪府建築健保会館 6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町四丁目」下車
定員　40名（定員になり次第締切）
受講料　会員6,000円　会員外8,000円
テキスト代　4,000円（大阪府木造住宅の限界

耐力計算による耐震診断・耐震改
修に関する簡易計算マニュアル）

※受講料及びテキスト代金は、事前にお振込願
います。その際振込手数料もご負担願います。

既存住宅状況調査技術者講習
（更新講習）

12/22、2/8、2/25  CPD各2単位

既存住宅状況調査は、登録機関の講習を修了
した建築士のみに認められる業務です。2017
年度に本講習を修了された方は本年度が有効
期限となりますので、当講習をご受講ください。
▼更新講習（DVD＋対面講習）
日時　12/22（火）、2/8（月）、2/25（木）
　　　13：30〜16：50
会場　12/22　大阪国際交流センター
　　　2/8、2/25　大阪府建築健保会館
定員　12/22　100名
　　　2/8、2/25　各50名
　　　（定員に達し次第締切）
受講料　郵送申込17,600円
　　　　WEB申込17,000円
▼詳細・申込
日本建築士会連合会ホームページよりお申
込みください。

都市災害であるCOVID-19の教訓
を縮災に活かす
11/13　CPD2単位予定

関西大学社会安全学部特別任命教授 河田
惠昭氏を講師にお招きし、新型コロナウイルス
感染症拡大を都市災害とみなすことによる種々
の解析結果を応用し、首都直下地震や南海ト
ラフ巨大地震が国難災害とならないための縮
災の具体的内容についてご説明いただきます。
日時　11月13日（金）　13：55〜16：00
会場　大阪府建築健保会館　6階ホール
定員　70名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員2,500円
　　　　後援団体会員3,500円
　　　　一般4,500円

大阪府建築士会及び大阪府建築士事務
所協会事務局又は、建築技術教育普及セン
ターHPからダウンロード（平成29年度受講
者には、直接申込書を郵送しています。）

申込方法
　上記事務局へ持参又は簡易書留による郵送。
受付場所（送付場所）
※印の日程　　　大阪府建築士会事務局
※印以外の日程　大阪府建築士事務所協会
　　　　　　　　事務局
建築技術教育普及センターHPからWEB申込
みも可能です。
注）各回定員に達し次第、受付を終了します。

令和2年度監理技術者講習
（監理技術者以外の方も受講可能）
11/11、1/26、2/19、3/10　CPD各6単位

本講習会は建設業法に基づく法定講習であ
り、建築に特化したテキストを使用し、経験豊富
なベテラン技術者の講師による解説と映像で、
実務に役立つ情報を提供いたします。なお、監
理技術者以外の建築士や技術者の方も受講
が可能です。日頃の工事監理業務に役立ちま
すので、ぜひご受講下さい。
日程　令和2年11/11（水）
　　　令和3年1/26（火）、2/19（金）、3/10（水）
時間　8：55〜17：00
会場　大阪府建築士会会議室
定員　各回20名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送申込み10,000円
申込　日本建築士会連合会ホームページより

お申込みください。

大阪府知事指定講習
2020年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《一般診断法》
12/1・1/21　CPD5単位

本講習会修了者は、大阪府及び府内市町村
の木造住宅耐震診断等の補助を受けることが
できる技術者として名簿に掲載します。（本講習
は、国土交通大臣登録講習ではありません。）
日程　①12月1日（火）
　　　②2021年1月21日（木）
時間　10：00〜15：50
会場　大阪府建築健保会館 6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町四丁目」下車
定員　各40名（定員になり次第締切）
受講料　会員5,000円　会員外9,000円
テキスト代　7,300円（2012年改訂版木造住

宅の耐震診断と補強方法）
※受講料及びテキスト代金は、事前にお振込願

います。その際振込手数料もご負担願います。

本会主催の講習会等では座席の離間距離確
保等の新型コロナ感染防止対策を行います。
受講者におかれましてもマスク着用、手指のア
ルコール消毒等のご協力をお願いします。

既存建築物耐震診断等の評価・評定

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の学識者や
実務者で構成する「建築物耐震評価委員会」
を組織し、平成26年1月より建築物耐震評価
業務を実施しております。
不特定多数が利用する施設や沿道建築物な
ど、申込者が検討した建築物の耐震診断及び
耐震補強計画について、専門的観点のもとに
審査・審議を行い、妥当であると認める申込案
件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けておりますのでどうぞ
ご活用ください。

（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価　等

（対象建築物）
公共・民間等の建築種別、用途、規模、構造
種別は問いません。また、他府県の建築物も
対象としております。

（会員特典）
申込者又は診断等実施者が本会会員の場
合は、評価手数料の10％割引があります。

令和2年度建築士定期講習
12/16、2/9、2/17、3/24、3/25、3/31
CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所属
するすべての建築士は3年以内ごとに定期講
習を受講しなければなりません。本年度は平成
29年度に本講習を受講された方や、建築士試
験に合格された方が対象となります。未受講者
は懲戒処分の対象となりますので必ず年度内
に受講してください。
▼対面講習
日程・会場・定員
　12/16（水） 大阪国際会議場 200名
※2/9（火） 大阪国際会議場 200名
　2/17（水） 大阪国際交流センター 120名
　3/24（水） 大阪国際会議場 200名
　3/31（水） 大阪YMCA会館 120名
▼DVD講習
日程・会場・定員
※3/25（木） 大阪府建築士会 20名
時間　  9：15〜17：00（各講習日共）
受講料　12,980円（消費税含。事前振込）
申込書配布場所

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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Gallery 建築作品紹介

かつて機械製作のために使われていた築 100 年の木造工場を、社員同士
の交流スペースとしてコンバージョンしました。計画のポイントは「公
園みたいなオフィス」。既存の木柱（200㎜× 200㎜）を公園内の樹木と
見立て、その合間を路地が行き交うことで多様な居場所が生まれる仕掛
けです。会議をしたり、プレゼンをしたり、時には一人で集中したり。
一つの空間で様々な活動が同時に行われます。まさしく昼下がりの公園
のようです。木造工場の中に突如現れるこの空間は、他の部分と、あみ
だくじカーテンウォールで柔らかく仕切られています。ノコリギ屋根か
ら差し込む光は、まわりの空間にとって公園の木漏れ日です。

所 在 地：大阪府大阪市
用　　途：事務所
竣　　工：2018.05
構造規模：木造　平屋建
延床面積：346.88㎡
写　　真：笹倉洋平

CROSS PARK 設計：HAMADA DESIGN 濱田猛（基本・実施設計）
　　　京都工芸繊維大学仲研究室（基本設計）
施工：三和建設
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10/ 5 千葉県建築士会名誉会長来会
10/ 6 大阪府収用委員会
  在阪建築 15 団体午餐会
  おおさか建築祭事前記者会見
10/ 17 おおさか建築祭
10/ 16 運営委員会
10/ 21 理事会、正副会長会議

令和 2 年の一級及び木造建築士設計製図
試験は、台風 14 号の影響が心配されま
したが、無事に 10 月 11 日全国一斉に実
施され、大阪では大阪経済大学で本会が
運営を担当し実施しました。
全国の受験者数は、一級は 11,035 名で、
昨年に比べ 884 名の増加、木造は 338 名
で、19 名の減少でした。大阪では、一
級は 925 名、木造は 41 名で、昨年に比
べ一級は59名の増加、木造は1名の増加
でした。一級の合格発表は 12 月 25 日の
予定で、今年の試験から実務経験が不足
でも受験が可能となり、免許登録時に必
要とされる実務経験の有無を審査します。

住宅ファイル制度は（一社）大阪府宅
地建物取引業協会、（公社）全日本不動
産協会大阪府本部、（公社）大阪府不動
産鑑定士協会等が共同で設立し運営して
いる制度です。この制度では既存住宅の
品質、適正価格等の情報をまとめて報告
書を作成し、住宅の売買時に開示してス
ムーズな取引をサポートするもので、こ
のほど運営団体から本会に対して、同制
度への協力要請がありました。
建築士の役割としては、住宅売買時の既
存住宅状況調査や瑕疵保険付保調査の実
施、補修見積作成、耐震診断及び補強計
画作成等の業務が考えられます。
本会はいずれの運営団体とも、団体間の
相互協力協定を締結しており、住宅ファ
イル制度についても全面的に協力する方
針です。協力内容や方法等の詳細につい

ては今後、本会インスペクション委員会
を中心として協議を進めて行く予定です。

既存住宅状況調査は建築士のみに認めら
れた建築士業務で、建築士会では（公社）
日本建築士会連合会が講習実施団体とし
て国に登録し、全国 47 建築士会がそれ
ぞれの都道府県で実施運営をしています。
既存住宅状況調査技術者は 3 年に 1 度更
新することが法令で定められており、今
年度は 2017 年度の初回の講習から 3 年
経過し、初回に受講された方は資格の有
効期限を迎える更新年となっています。
本会では新型コロナウイルス感染防止対
策を行って、9 月～ 2 月にかけて毎月更
新講習を開催する予定で、これまで 93
名の方が受講され、前半はすでに満席の
日程もあり盛況です。後半はまだ余裕の
ある日程もありますので、対象の方はぜ
ひお早めに受講下さい。
また、新規講習は 9 月～ 11 月に本会会
議室にて毎月開催しこれまで 35 名の方
が受講されました。

建築基準法等の諸
規定を熟知し解釈
することは、近年
の度重なる改正や
建築物の多種多様
化にともない難し
いものとなってき

ています。
法律を正しく理解していただくための一
助として、9 年ぶりに改訂作業を進めて
おりました建築基準法及び同大阪府条例
質疑応答集改訂第 7 版がこのほど発行さ
れます。本書は、府内特定行政庁で構成
する大阪府内建築行政連絡協議会が法改
正の対応をはじめ、法解釈や運用などの
取り扱いの統一化を目的に、法の個々の
条項について Q ＆ A 形式でわかりやす
く解説した建築申請の実務書で、平成 2

年に初版を発行して以来、行政担当者及
び建築実務者において重要なものとなっ
ています。
発行に先駆け、本書をテキストとした解
説講習会を、講師に行政担当者をお招
きして、11 月 18 日（水）にドーンセン
ターにおいて開催します。なお、本書の
販売については 11 月下旬を予定してお
り、販売開始となりましたら、本会ホー
ムページにてご案内します。

本会と（一社）大阪府建築士事務所協会
が運営する建築士定期講習は、新型コロ
ナウイルス感染症拡大による国土交通省
の判断により、前年度 3 月の 2 回の講習
が中止となりました。
令和 2 年度は受講者全員の検温や収容率
を 50％以下とするなどの感染防止対策
を行って、7 月から令和 3 年 3 月末まで、
延 24 回・定員 2,660 名で実施を予定し
ており、10 月 15 日までに 9 回実施し、
749 名の建築士が受講されました。
今後、年度内に 15 回開催予定ですが、
その内 7 回はすでに満席となっていま
す。受講対象者の方で、申込がまだの方
は、お早めにお申込みください。

在阪 4 団体による忘年懇親会および在阪
15 団体による新年交礼会について、長
引くコロナ禍の状況を見据え、毎年恒例
となっている両行事の開催の是非につい
て、それぞれの主催団体の代表が集まり
協議を行いました。その結果、各団体と
もにコロナ禍によって事業や行事も満足
に実施できていない現状を鑑み、また府
のイエローステージの要請に照らして、
感染リスクを避けるために、いずれの行
事も中止することと決定しました。
会員各位におかれましては、年末年始恒
例の大切な団体交流の行事ではあります
が、諸事情をご高察のうえ、ご理解賜り
ますようお願いいたします。

動静レポート

会長動静

建築士定期講習の開催状況

研修部門

令和 2 年忘年懇親会及び令和 3 年新
年交礼会の中止が決定

友好団体

一級・木造建築士設計製図試験を実施

運営部門

住宅ファイル制度普及に向けた取り
組み

社会貢献部門

既存住宅状況調査技術者講習の開催
状況

社会貢献部門

建築基準法・府条例質疑応答集の発刊
及び解説講習会の開催

研修部門 
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

二
〇
二
〇
年
は
、
世
界
中
を
突
然
襲
っ
た
新
型

コ
ロ
ナ
・
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
そ
れ

ま
で
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
私
た
ち
の
身
近

な
生
活
環
境
や
移
動
の
多
い
働
き
方
が
一
変
し
た
。

同
時
に
、
こ
の
未
曾
有
の
事
態
に
遭
遇
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
人
と
人
と
が
あ
る
場
所
や
空
間
を
共

有
し
、
そ
こ
で
顔
を
合
わ
せ
、
会
話
を
交
わ
す
こ

と
が
、
い
か
に
人
間
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い

行
為
で
あ
り
、
人
と
人
と
の
関
係
性
を
形
づ
く
る

必
須
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
も
改
め
て
気
づ
か
さ

れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
誰
も
が
マ

ス
ク
を
着
用
し
て
人
と
の
距
離
を
取
り
、
会
話
す

る
こ
と
さ
え
も
ま
ま
な
ら
な
い
日
常
の
中
で
、
は

た
し
て
建
築
に
何
を
求
め
れ
ば
良
い
の
か
。今
後
、

窓
の
開
か
な
い
高
密
度
な
超
高
層
ビ
ル
や
、
美
術

館
、
図
書
館
、
劇
場
、
映
画
館
、
学
校
、
病
院
、

福
祉
施
設
な
ど
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
建
築
は
ど

う
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
意
味
で
、

ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
説
得
力
を
持
ち
続
け

る
こ
と
の
で
き
る
確
か
な
建
築
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
か
。
そ
ん
な
原
理
的
な
問
い
を
立
て
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　

そ
し
て
、
逆
に
、
そ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
時

間
の
流
れ
に
び
く
と
も
せ
ず
、
泰
然
と
穏
や
か
な

雰
囲
気
を
持
つ
建
築
に
出
会
い
た
い
。
ま
た
、
そ

ん
な
場
所
を
探
し
出
す
中
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
建

築
の
あ
り
か
た
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

今
回
は
、
そ
の
こ
と
を
実
感
す
る
き
っ
か
け
を
与

え
て
く
れ
た
京
都
の
身
近
な
建
築
を
紹
介
し
た
い
。

　

京
都
ド
イ
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
日
本
と
ド
イ

ツ
の
文
化
、
学
術
交
流
の
拠
点
を
目
的
に
、
ド
イ

ツ
連
邦
共
和
国
の
公
的
な
文
化
施
設
と
し
て
、
一

九
八
三
年
に
、
京
都
市
左
京
区
の
鴨
川
左
岸
の
川

端
通
り
に
面
す
る
静
か
な
場
所
に
建
設
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
長
く
親
し
ま
れ
て
き
た
が
、
二
〇
一
一

年
に
、
ド
イ
ツ
で
活
躍
す
る
芸
術
家
を
招
聘
し
て

ド
イ
ツ
の
文
化
芸
術
を
発
信
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
の
ヴ
ィ
ラ
︵
別
荘
︶
と

し
て
改
修
工
事
が
施
さ
れ
、﹁
ゲ
ー
テ
・
イ
ン
ス

テ
ィ
ト
ゥ
ー
ト
・
ヴ
ィ
ラ
鴨
川
﹂と
し
て
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
・
オ
ー
プ
ン
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

訪
れ
る
と
、
あ
ま
り
見
慣
れ
な
い
形
を
し
た
黒

色
の
三
角
屋
根
と
赤
褐
色
の
レ
ン
ガ
の
壁
に
包
ま

れ
た
重
厚
な
建
物
が
見
え
て
く
る
。
ア
プ
ロ
ー
チ

の
露
地
を
進
む
と
、
大
き
く
育
っ
た
欅
の
あ
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
呼
ば
れ
る
レ
ン
ガ
・
タ
イ
ル
が
敷

き
詰
め
ら
れ
た
小
さ
な
広
場
を
取
り
囲
む
よ
う
に
、

手
前
側
の
一
層
の
寄
棟
屋
根
の
大
会
議
室
棟
と
、

四
階
建
て
の
レ
ジ
デ
ン
ス
棟
が
立
ち
、
そ
の
間
を

ホ
ワ
イ
エ
が
緩
や
か
に
つ
な
い
で
い
る
。

　

こ
の
数
段
下
が
っ
た
レ
ベ
ル
に
設
け
ら
れ
た
ほ

ど
良
い
ス
ケ
ー
ル
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
、
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
を
中
に
入
る
と
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の

ホ
ワ
イ
エ
と
レ
ジ
デ
ン
ス
棟
に
Ｌ
型
に
囲
ま
れ
た

奥
の
日
本
庭
園
が
、
目
線
の
高
さ
に
広
が
る
。
ま

た
、
も
と
も
と
図
書
室
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
レ

ジ
デ
ン
ス
棟
の
一
階
は
、
ド
イ
ツ
の
著
名
な
現
代

演
劇
の
振
付
・
演
出
家
で
あ
る
ピ
ナ
・
バ
ウ
シ
ュ

︵
一
九
四
〇
～
二
〇
〇
九
年
︶
の
京
都
公
演
を
記

念
し
て
、彼
女
の
自
伝
的
作
品
で
あ
る
﹁
カ
フ
ェ
・

ミ
ュ
ラ
ー
﹂
と
名
づ
け
ら
れ
た
カ
フ
ェ
に
改
装
さ

れ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
製
の
器
に
盛
ら
れ
た
ド
イ
ツ

料
理
を
楽
し
み
な
が
ら
、
庭
園
の
緑
を
満
喫
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
軒
先
の
テ
ラ
ス
に
出
る

と
、
心
地
好
い
ス
ケ
ー
ル
の
中
で
、
静
か
な
時
の

流
れ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

残
念
な
が
ら
、
筆
者
は
、
ド
イ
ツ
を
訪
れ
た
経

験
が
な
い
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
建
物
の
全
体
か
ら

器
や
照
明
器
具
、
家
具
に
至
る
隅
々
か
ら
感
じ
る

の
は
、
ド
イ
ツ
的
な
重
厚
さ
と
温
か
さ
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
れ
は
、
時
間
の
流
れ
に
ビ
ク
と
も
し
な

い
緻
密
で
堅
実
な
デ
ィ
テ
ー
ル
に
よ
っ
て
生
み
出

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
建
物
は
ど
の

よ
う
に
し
て
設
計
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

基
本
設
計
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
建
設
監

督
庁︵BBD
︶
に
よ
っ
て
ベ
ル
リ
ン
で
進
め
ら
れ
、

作
成
さ
れ
た
基
本
構
想
の
実
施
へ
向
け
て
単
身
来

日
し
た
担
当
の
建
築
家
は
、
日
本
側
の
コ
ン
タ
ク

ト
ア
ー
キ
テ
ク
ト
と
し
て
、
満
野
久
︵
一
九
三
六

年
～
︶
の
主
宰
す
る
設
計
事
務
所
ゲ
ン
プ
ラ
ン
を

選
び
、
共
同
設
計
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
竣
工
後
、

満
野
が
記
し
た
文
章
に
よ
れ
ば
、
基
本
設
計
は
、

﹁
間
仕
切
り
か
ら
独
立
し
て
細
い
円
柱
が
控
え
る
、

自
由
で
瀟
洒
な
平
面
形
を
も
つ
も
の
﹂
で
あ
り
、

﹁
躯
体
は
徹
底
し
た
外
断
熱
方
式
、
四
階
建
て
の

外
壁
に
断
熱
層
を
挟
み
、
煉
瓦
半
枚
積
み
で
積
み

上
げ
ら
れ
﹂、﹁
構
造
的
に
も
工
法
的
に
も
、
わ
れ

わ
れ
の
常
識
を
超
え
る
も
の
で
あ
っ
た
﹂
と
い
う

︵
満
野
久
﹁
建
築
的
行
為
、
建
築
す
る
こ
と
﹂﹃
新

建
築
﹄一
九
八
三
年
十
一
月
号
︶。
そ
れ
で
も
、
満

野
は
、﹁
激
論
を
通
じ
、
彼
は
わ
れ
わ
れ
の
姿
勢
や

技
術
力
に
信
頼
を
抱
き
、
わ
れ
わ
れ
に
は
コ
ン
タ

ク
ト
ア
ー
キ
テ
ク
ト
と
し
て
の
立
場
が
見
え
て
き

た
﹂
と
感
じ
、﹁
原
初
の
イ
メ
ー
ジ
に
迫
る
こ
と
﹂、

﹁
建
築
を
こ
の
手
に
引
き
寄
せ
る
こ
と
﹂
を
私
た

ち
に
残
さ
れ
た
課
題
の
す
べ
て
﹂だ
と
認
識
す
る
。

　

こ
う
し
て
、
実
施
設
計
は
、
同
じ
文
章
の
中
で

満
野
が
や
や
硬
質
に
書
き
留
め
た
、
次
の
よ
う
な

考
え
に
基
づ
い
て
進
め
ら
れ
て
い
く
。

　
﹁
こ
の
計
画
に
お
い
て
、
イ
メ
ー
ジ
に
迫
る
、

と
は
、
原
初
的
な
空
間
構
成
︵
建
築
的
行
為
︶
に

立
ち
合
う
こ
と
で
あ
る
。
情
緒
的
で
あ
り
、
同
時

に
実
体
的
な
も
の
と
し
て
経
験
さ
れ
る
︿
空
間
的

感
情
﹀
︱
ア
ト
モ
ス
フ
ィ
ア
を
基
本
設
計
者
と
共

有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
そ

の
世
界
の
中
に
自
分
自
身
の
︿
存
在
﹀
を
確
か
め

ね
ば
な
ら
な
い
。︵
中
略
︶
彼
ら
の
設
計
態
度
に

お
い
て
は
、︿
機
能
﹀
と
︿
形
態
﹀
は
人
間
的
な

思
い
や
り
の
も
と
に
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
。﹂

　

満
野
は
、
京
都
大
学
の
増
田
友
也
に
学
び
、
卒

業
後
も
彼
の
下
で
設
計
実
務
に
携
わ
っ
た
経
歴
を

持
つ
。
こ
の
建
物
が
高
い
密
度
と
成
熟
し
た
た
た

ず
ま
い
を
実
現
で
き
た
の
も
、
深
い
建
築
思
想
に

支
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
に
違
い
な
い
。建
築
の︿
原

初
﹀
に
触
れ
る
た
め
に
も
、ぜ
ひ
訪
れ
て
ほ
し
い
。

カフェ・ミュラーのテラス席

西側から見た建物全景

京都ドイツ文化センター　1983 年
ドイツ的な重厚さと温かみ

記憶の建築
松隈　洋
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監修　　公益社団法人大阪府建築士会
　　　　建築情報部門

編集　　建築情報部門『建築人』編集部
　　　　部門長　　　飯田英二（編集人代表）
　　　　委員長　　　高原浩之
　　　　編集人　　　梅田武宏　　笠井志保
　　　　　　　　　　河合哲夫　　茂籠一之
　　　　　　　　　　大松俊祐　　橋本頼幸
　　　　　　　　　　牧野隆義　　三谷勝章
　　　　　　　　　　武藤優哉　　若江直生
　　　　事務局　　　山本茂樹　　母倉政美

　　　　印刷　　　　中和印刷紙器株式会社

建
築
相
談
室
か
ら 

五
十
五

　

現
地
相
談
か
ら
１

文　

橋
本
頼
幸

　

本
会
の
建
築
相
談
室
で
は
、有
料
相
談
と
し
て
面

接
相
談︵
一
時
間
五
、五
〇
〇
円
︶と
現
地
相
談︵
半
日

三
五
、〇
〇
〇
円
︶の
相
談
が
あ
り
ま
す
。昨
年
二
〇

一
九
年
度
は
、現
地
相
談
四
十
二
件
、面
接
相
十
九

件
あ
り
ま
し
た
。今
月
か
ら
三
ヶ
月
に
わ
け
て
、そ
の

中
で
い
く
つ
か
特
徴
的
な
相
談
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

隣
地
解
体
に
よ
る
振
動

　

戸
建
て
三
階
建
て
鉄
骨
造
建
物
所
有
者
か
ら﹁
隣

地
の
商
業
施
設︵
六
階
建
て
︶を
解
体
し
た
。事
前
の

調
査
は
終
わ
っ
て
お
り
、レ
ベ
ル
調
査
、写
真
撮
影
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。解
体
中
に
大
き
な
音
や
振
動
が
あ
り

建
物
へ
の
影
響
が
心
配
な
の
で
、解
体
後
の
調
査
に
立

ち
会
っ
て
ほ
し
い
﹂と
の
現
地
相
談
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。一
般
の
相
談
と
し
て
対
応
し
、相
談
委
員
会
か
ら

二
名
、依
頼
者
、隣
地
解
体
業
者
が
手
配
し
た
調
査

会
社
二
名
の
立
ち
会
い
の
も
と
ひ
び
割
れ
、レ
ベ
ル
の
確

認
を
行
な
っ
た
よ
う
で
す
。レ
ベ
ル
や
変
動
に
大
き
な

問
題
は
無
く
、特
に
新
た
な
被
害
が
な
か
っ
た
た
め
、現

状
を
確
認
す
る
こ
と
で
相
談
終
了
と
な
っ
て
い
ま
す
。

訪
問
業
者
に
リ
フ
ォ
ー
ム
依
頼
し
て
不
具
合
？

　

築
二
八
年
の
木
造
戸
建
て
三
階
建
て
の
建
物
所
有

者
の
代
理
人
で
あ
る
弁
護
士
か
ら
の
相
談
で
す
。﹁
訪

問
業
者
に
自
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
依
頼
し
た
。ベ
ラ
ン
ダ
の

補
修
不
備
、外
壁
高
圧
洗
浄
に
よ
る
欠
け
、目
地
シ
ー

ル
未
施
工
な
ど
が
あ
り
、確
認
し
て
も
ら
い
た
い
﹂と
の

現
地
相
談
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。弁
護
士
か
ら
の
相

談
と
の
こ
と
で
本
会
の
鑑
定
業
務
支
援
委
員
会
に
転

送
さ
れ
ま
し
た
。鑑
定
業
務
支
援
委
員
会
で
担
当
を

決
め
現
地
調
査
を
行
っ
た
上
で
、大
き
な
問
題
は
な
い

こ
と
を
確
認
し
て
本
件
相
談
は
終
了
し
て
い
ま
す
。

ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
か
ら
調
停
中
案
件
の
相
談

　

大
阪
市
内
の
築
約
五
〇
年
、鉄
骨
四
階
建
て
テ
ナ

　
　
編
集
後
記

若
江
直
生

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
我
々
の
働
き
方

は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
は

当
た
り
前
に
な
り
、
私
自
身
も
在
宅
勤
務
を
ベ
ー

ス
と
し
て
出
社
す
る
日
を
限
定
し
た
勤
務
形
態
を

取
っ
て
い
ま
す
。
会
議
や
打
合
せ
も
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

が
日
常
的
に
活
用
さ
れ
、
離
れ
た
場
所
の
人
間
が

同
時
に
会
話
で
き
、
業
務
効
率
を
高
め
る
側
面
を

実
感
し
て
い
ま
す
。
思
っ
た
以
上
に
在
宅
で
も
仕

事
が
で
き
る
こ
と
を
実
感
す
る
一
方
、
チ
ー
ム
で

ブ
レ
ス
ト
や
ア
イ
デ
ィ
ア
出
し
を
す
る
場
合
、
や

は
り
対
面
の
方
が
成
果
を
上
げ
る
よ
う
に
も
感
じ

ま
す
。
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
に
行
わ
れ
て
き
た
対

面
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
減
る
こ
と
で
、

気
付
か
ぬ
う
ち
に
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
か

も
し
れ
ず
、
対
面
と
リ
モ
ー
ト
を
上
手
く
組
み
合

わ
せ
た
働
き
方
を
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
か
ら
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
へ
向
か

う
中
、
住
宅
の
在
り
方
、
オ
フ
ィ
ス
の
在
り
方
、

教
育
施
設
の
在
り
方
、
医
療
施
設
の
在
り
方
等
、

我
々
の
設
計
す
る
建
築
は
変
わ
る
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
変
革
期
に
お
い
て
設
計
に

携
わ
る
立
場
と
し
て
、
少
し
で
も
社
会
に
と
っ
て

良
い
建
築
を
生
み
出
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　

理
事
会
報
告　
　
　

文
責　

本
会
事
務
局

日
時 

十
月
二
十
一
日︵
水
︶
十
六
時
～
十
八
時

場
所 

本
会
会
議
室

出
席 

理
事
四
〇
名 

監
事
一
名

︵
１
︶
九
月
の
当
期
経
常
増
減
額
は
、
収
入
二
、四

五
八
、七
七
三
円
、
支
出
九
、五
九
二
、六
九
三
円
、

差
引
△
七
、一
三
三
、九
二
〇
円
で
、
本
年
度
累
計

の
収
支
差
引
一
八
、一
九
六
、四
七
四
円
を
報
告
し

て
承
認
し
ま
し
た
。

当
期
経
常
増
減
額
は
昨
年
同
時
期
と
比
較
し
て
約

四
〇
〇
万
円
の
減
収
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

る
事
業
活
動
の
停
滞
の
要
因
が
大
き
い
。
前
納
制

の
会
費
収
入
及
び
Ｃ
Ｐ
Ｄ
登
録
費
は
九
割
以
上
の

納
付
が
あ
り
、
定
期
講
習
も
開
催
時
期
を
繰
り
下

げ
て
対
応
し
て
い
る
の
で
影
響
は
少
な
い
が
、
そ

れ
で
も
事
業
全
体
の
規
模
縮
小
は
否
め
ず
、
公
益

目
的
事
業
で
は
対
予
算
比
約
三
〇
％
と
低
迷
し
て

い
ま
す
。
十
一
月
下
旬
に
受
講
料
等
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
決
済
が
稼
働
す
る
予
定
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
下
半
期
の
事
業
活
性
化
が
望
ま
れ
ま
し
た
。

︵
２
︶
本
会
の
ま
ち
づ
く
り
・
耐
震
・
防
災
等
の
社

会
貢
献
活
動
は
、
府
市
町
村
の
施
策
と
連
携
す
る

こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
細
則
の
会
費

第
四
条
・
第
五
条
の
﹁
理
事
会
が
承
認
し
た
と
き
﹂

の
内
規
と
し
て
、
行
政
職
員
の
入
会
を
促
進
し
行

政
と
の
関
係
を
強
化
す
る
た
め
、
入
会
金
及
び
会

費
一
年
間
を
免
除
す
る
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
規
定
で
入
会
し
た
行
政
職
員
に
は
、
い
ず

れ
か
の
委
員
会
に
所
属
し
て
活
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

︵
３
︶
二
〇
一
八
年
か
ら
継
続
す
る
泉
佐
野
市
の

特
定
空
家
撤
去
工
事
業
務
委
託
で
、
今
年
度
も
二

件
の
工
事
を
実
行
す
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

︵
４
︶﹁
お
お
さ
か
建
築
祭
﹂
を
役
員
・
委
員
の
協

力
で
実
施
し
、
建
築
専
門
新
聞
社
の
紙
面
に
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

■淡路瓦のお問い合わせ先
　淡路瓦工業組合
　兵庫県南あわじ市湊 134
　Tel.0799-38-0570　Fax.0799-37-2030
　　info@a-kawara.jp
　　http://www.a-kawara.jp/

『受け継ぎ拡げる』
株式会社タツミ

http://www.tatsumi-garou.com/

取材：河合哲夫／建築情報部門委員

　400 年の歴史を持つ淡路瓦は「淡路瓦イ
ズム」を通し、これからの時代に社会から必
要とされる瓦づくりに挑戦を続けています。
今年も淡路瓦イズムを実践している会社を紹
介します。

　日本三大瓦の一つ淡路瓦は、淡路島南端の
南あわじ市を中心に、静かで美しい風景の中
で、現在はおよそ 70 社の生産者が瓦づくり
を行っています。
　瓦の語源は、サンスクリット語で皿、鉢、
頭蓋骨を意味する迦波羅カパーラ /kapala
からとされる他、甲冑（伽和羅かわら）、亀
甲（加宇良こうら）、屋根の皮（かわ）、土器（か
わらけ／土から「カワル」ことを意味する）等、
諸説あるようです。いずれも物質を覆うこと
でそれを保護する殻のような材料というとこ
ろが共通しており、古くから私たちの生活と
ともにあったことが伺われます。
　「瓦」は、現代では屋根瓦のイメージが一
般的ですが、甎（せん）・甓（へき）と呼ば
れる床、壁を仕上げる材料としても使われて
きました。日本に仏教とともに伝わったとさ

れる飛鳥時代においてもそうした使用がされ
ていたことがわかっています。また、茶道に
おいては、風炉とともに「敷瓦」や「前瓦」
を使いますので、瓦は、その性能を活かした
内外装材から言わばインテリア小物まで、日
本の生活様式に欠かせない、まさに様々な物
質を保護する素材として使われ、日本人の美
意識の形成に大きな影響を与えてきたと言え
るでしょう。
　今回紹介する株式会社タツミは、鬼瓦や棟
瓦を主力とする生産者ですが、淡路瓦の美し
さと鬼瓦をひとつひとつ丹精につくりあげる
技術力、一品生産から大量生産まで対応でき
る柔軟な生産性を活かして、内外装や外構の
仕上げ材、家具やインテリア小物、記念品ま
で、瓦を現代のデザインやニーズに合わせる
ことで、用途を拡大する取組みを続けて来ら
れています。多くのアイテムの開発を精力的
に手掛けて来られていますが、その中でも特
にエクステリア向けの「イブシブロック」は、
燻し瓦の簡素で洗練された素材感がモダンな
デザインにフィットする素材として、多くの
建築家やデザイナーに受け容れられ、年間 1

万個の生産をするまで拡大しているとのこと
です。
　また、淡路島出身の著名プロダクトデザイ
ナーと淡路瓦三社とがコラボレートする新し
いプロジェクトも進行中。株式会社タツミで
は、瓦と木を組み合わせた家具を担当される
とのことで、現在試作に向けて準備を進めら
れており、来年の販売を目標に取り組まれて
います。詳しい発表は、もう少し先になると
のことですが、新たなチャレンジをやや興奮
気味に語られる興津代表取締役社長の眼差し
に、期待が高まりました。瓦の可能性を拡げ
る挑戦はまだまだ続きます。
　株式会社タツミの数々の魅力的な製品達
は、よく整備された同社のホームページで見
ることができます。

ン
ト
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
か
ら
、現
在
調
停
中
の
案
件
に
つ
い

て
現
地
相
談
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。調
停
内
容
は
一

階
テ
ナ
ン
ト
と
雨
漏
れ
の
有
無
及
び
そ
の
被
害
に
つ
い

て
争
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。調
停
中
と
い
う
こ
と
も

あ
り
こ
の
案
件
も
鑑
定
業
務
支
援
委
員
会
に
転
送

さ
れ
ま
し
た
。鑑
定
業
務
支
援
委
員
会
で
担
当
者
を

決
め
て
現
地
調
査
を
行
い
、土
地・建
物
の
複
雑
な
所

有
形
態
、四
階
屋
上
か
ら
の
著
し
い
雨
漏
れ
な
ど
を

確
認
し
て
依
頼
者
に
説
明
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
結
果
が
信
用
で
き
な
い

　

購
入
前
に
行
っ
た
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
内
容
が
信
用

で
き
な
い
と
の
こ
と
で
現
地
相
談
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。こ
れ
は
一
般
の
現
地
相
談
と
し
て
担
当
者
が
配

転
さ
れ
現
地
相
談
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。現
地
相
談

で
は
、イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
調
査
の
概
要
や
目
的
、チ
ェッ

ク
シ
ー
ト
や
調
査
内
容
は
そ
の
会
社
独
自
の
も
の
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
上
で
、床
下
な
ど
を
確

認
し
、大
き
な
心
配
は
な
い
こ
と
を
お
伝
え
し
た
と
の

こ
と
で
し
た
。

一
階
の
部
屋
に
カ
ビ
が
生
え
る

　

新
築
入
居
後
す
ぐ
に
寝
室
と
し
て
使
っ
て
い
る
一

階
洋
室
に
カ
ビ
が
生
え
た
の
で
、問
題
が
な
い
か
見
て

欲
し
い
と
い
う
現
地
相
談
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。こ

ち
ら
も
一
般
の
現
地
相
談
と
し
て
現
地
確
認
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。相
談
建
物
は
隣
地
に
ぎ
り
ぎ
り
立
っ
て

い
る
た
め
採
光
に
有
効
な
窓
は
な
く
、換
気
の
た
め
の

給
気
口
も
な
い
。も
と
も
と
ガ
レ
ー
ジ
に
面
し
た
窓
は

あ
る
が
部
屋
は
納
戸
扱
い
に
な
っ
て
い
る
。排
気
は
ト

イ
レ
で
と
っ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、換
気
不
足

で
あ
り
換
気
が
と
れ
る
よ
う
に
工
夫
を
す
る
こ
と
を

提
案
し
て
相
談
終
了
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
現
地
相
談
は
一
回
で
終
わ
り
ま
す

　
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
多
く
の
現
地
相
談
は
一
度
現
地

を
確
認
し
て
依
頼
者
に
相
談
す
る
こ
と
で
解
決
す
る
こ

と
が
多
く
現
地
一
回
で
完
了
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
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　　info@a-kawara.jp
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大谷さやまこども園　竹中工務店

つながりを育むこども園
　園の教育理念である「命あることへの感謝」が体験的に養われ
るこども園として、他者や自然、社会とのつながりを育むことができる
場の創出を目指した。
　4棟から構成される建物群は、既存樹木を避けるように雁行し、
敷地高低差に合わせて配置された。立体的な回遊性のあるデッキ
とブリッジで建物間をつなぐことで中庭が形成され、豊かな自然をよ
り身近に感じられる構成となっている。全体は分節された切妻屋根
で覆われ、つながりと一体感を表現するとともに、跳ね出した庇が重
なり合い、内部と外部をゆるやかにつなぐ縁側のような中間領域を
形成している。保育室は切妻天井で両端をサッシとして採光と通風
に配慮し、園の活動を穏やかに表出させることで地域とつながる風
景の創出を試みた。スケールや開放感、材料の異なる多様な居場
所を提供することで、こども・家庭・地域・世代の交流が促進される
場の形成を図っている。外構には、この地域の潜在自然植生を主
体とし、季節をとおして匂いや味覚・触覚などの五感に訴えかける植
物を植え、子どもたちの興味や学びを誘発することを意図している。
この建築がつくり出す環境が、こどもたちの成長の一助となり、原風
景として記憶に残ることを願っている。

撮影：古川泰造、國本暁彦　第12回建築人賞佳作受賞作品

■プロフィール
森山　悟（もりやま・さとる）
1988年 竹中工務店入社
現　 在 竹中工務店九州支店設計部設計部長
國本暁彦（くにもと・あきひこ）
1999年 竹中工務店入社
2006～7年 槇総合計画事務所
現　 在 竹中工務店大阪本店設計部第５設 
 計部門グループリーダー副部長
ランドスケープ：荻野寿也景観設計

■建物データ
建 築 主：学校法人大谷学園
設　　計：株式会社竹中工務店
施　　工：株式会社竹中工務店
所 在 地：大阪狭山市今熊1丁目50
用　　途：幼保連携型認定こども園
竣　　工：2019年3月
構造規模：Ｓ造　２階
敷地面積：4,111.99㎡
建築面積：1,348.28㎡
延床面積：1,981.22㎡


